
広報聖籠 1広報聖籠 17平成17年3月末現在の ●人口13,884人（前月比 ＋033人） 男 6,949人 （＋ 35人）
●世帯数3,832世帯 前月比（＋ 75世帯）人口の動き （前年比 ＋029人） 女 6,935人 （－ 02人）
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平成17年度 聖籠町役場 機構図・職員配置図

聖籠町の新体制
聖籠町の職員 193人193人

宮村美紀子
（診療所）

冨嶋香奈子
（診療所）

大野　義史
（社会教育課）

長谷川　恵
（町民課）
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新
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用

三間　　強
（学校教育課）
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前年度まで新発田市御免町小学校
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昨年1年間聖籠町国保診療所の看護師として勤

務していたので、住民の方の中には、何度か顔を

あわせている方もいらっしゃると思います。そう

です！あの体格のよい、ふくよかな大滝です（笑）。

このたび4月から、かねてからなりたかった保健

師という仕事に就くことになりました。

聖籠町で「大滝」という苗字が聞き慣れない通

り、生まれは上越市の高田です。上越市高田は、

春は高田公園に咲き誇る日本の三大夜桜のひとつ

とされる桜が自慢です。夏には、高田城をとりま

くお堀一面の蓮の花、秋は南葉山や妙高山の紅葉、

冬はたくさん雪が降り、レルヒ少佐でおなじみス

キー発祥の地として有名なところです。自然に囲

まれた、四季を感じられるとても素敵で大好きな

所です。

縁があって聖籠町で仕事をすることになったわ

けですが、まだ1年しか経っていないので聖籠町

についてまだまだ知らないことがたくさんありま

す。顔をあわせる機会がありましたら、みなさん

の愛する聖籠町の自慢をどんどん私に聞かせてく

ださい。楽しみにしています。

住民の皆さんと一緒に「ますます健康に！」

「毎日元気に笑って幸せに過ごせるように！」を

モットーに地域に足を運んでいきたいと思いま

す。まだまだ未熟者なので、ちょっぴり不安もあ

りますが、笑顔をたやさず頑張っていきます。ど

うぞよろしくお願いします。

4月1日から聖籠町の保健師にな
りました大滝 玲子です

今年度4月から大滝保健師が新しく加わりました。そ

こで保健師の担当地区を下記のとおり一部変更し、新

体制でスタートしました。よろしくお願い致します。

聖籠町の保健師活動で力を入れていることは「家庭

訪問」です。

赤ちゃんが生まれた時や転入してきた乳幼児の訪問、

住民検診の結果指導や50歳男性の健康調査訪問、その

他様々な相談を寄せてもらえるように地区へ足を運ん

でいます。健康に関することは何でもお気軽にご相談

ください。

なお、介護相談については御小柴保健師（基幹型在

宅介護支援センター）、栄養相談については中川管理栄

養士がおりますので、ご連絡ください。

連絡先：保健福祉課 (保健福祉センター) 127－6511まで

保健師の地区担当が
変わりました

保健師の地区担当が
変わりました

保健師 地区担当一覧表

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

「育児相談会」会場が移ります！

今まで保健福祉センターで行っていた「育児相談

会」が５月から「聖籠こども園」に移ります。今月

は5月16日（月）が相談日です。

保健福祉センターでは相談日を設けませんが、い

つでも保健師・栄養士が相談を受

け付けています。

お気軽にご相談ください。

保健福祉課　127－6511

保健師まで

6 広報聖籠

保 健 師 名 担　当　地　区

萩原　和子
聖中ヶ丘・山三賀

蓮潟・蓮潟新田・ひばりが丘

山田　睦子
丸潟・桃山・山大夫

亀塚・東山

渡辺　郁子
四ツ屋・道賀新田・上大谷内

蓮野・網代浜

高橋　由紀
中の橋・本諏訪山・本大夫・本三賀

甚兵衛橋・次第浜

臼井　　茜
真野・山倉・苔沼・二本松・杉谷内

尾沢ヶ丘・稲の平・別條・八幡

大滝　玲子
山諏訪山・外畑・正庵

藤寄・大夫興野・旭ヶ丘

かず こ

むつ こ

いく こ

ゆ　 き

れい こ

あかね



３
月
31
日
、
J1
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
の
反
町
康や

す

治は
る

監
督
と
中
野

幸ゆ
き

夫お

社
長
が
役
場
へ
表
敬
訪
問
に

訪
れ
ま
し
た
。

役
場
で
は
、
町
長
を
は
じ
め
と

し
職
員
が
反
町
監
督
と
中
野
社
長

を
歓
迎
し
拍
手
で
出
迎
え
ま
し

た
。そ

の
後
の
町
四
役
、議
会
議
長
、

副
議
長
と
の
懇
談
で
は
、
町
長
か

ら
の
「
現
在
２
勝
２
敗
と
ま
ず
ま

ず
の
成
績
。
新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
も
完
成
し
て
環
境
も

整
っ
て
き
て
い
る
の
で
J1
で
が

ん
ば
っ
て
、
聖
籠
町
と
新
潟
県
に

夢
と
元
気
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。」

と
の
激
励
の
言
葉
に
、
反
町
監
督

は
「
聖
籠
町
に
は
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

と
し
て
良
い
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
」、「
昨
年
後
半
の

よ
い
流
れ
を
早
く
持
っ
て
き
て
上

位
に
食
い
込
み
た
い
」
と
町
へ
の

感
謝
と
今
シ
ー
ズ
ン
の
抱
負
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
火
災
や
災
害
を
防
ぐ
た
め

に
日
々
訓
練
や
点
検
を
行
い
な
が
ら

私
た
ち
の
生
活
を
守
る
町
の
消
防
団
。

４
月
３
日
（
日
）
消
防
団
辞
令
交

付
式
が
行
わ
れ
、
平
成
17
年
度
の
新

体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

特
に
今
年
度
は
、
団
長
と
し
て
７

年
間
に
わ
た
り
町
の
消
防
防
災
活
動

に
活
躍
さ
れ
た
吉
田
春は

る

雄お

さ
ん
が
勇

退
し
、
新
た
に
阿
部
孝こ

う

一い
ち

さ
ん
が
団

長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

吉
田
さ
ん
の
長
年
の
ご
労
苦
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
阿
部
団
長
の
今

後
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
空
気
が
乾
燥
し
た
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
各
集
落
で
も
火
災
の
予
防
活
動
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲反町監督から町長へアルビレックスの
05年用の新ユニホームをプレゼント

がんばれ
！

町の安全を守る 聖籠町消防団町の安全を守る 聖籠町消防団町の安全を守る 聖籠町消防団

交付式の後に教育訓練を受ける
新入団員のみなさん

団長から辞令を受ける新班長

役　　職 氏　名

団　長 阿部　孝
こう

一
いち

副団長 新保　昇
しょう

英
えい

副団長 宮下　芳
よし

樹
き

訓練部長 齋藤　政
まさ

明
あき

予防部長 佐久間　孝
たかし

第一分団分団長 (技術部長) 吉田　淳
じゅん

一
い ち

第二分団分団長 伊藤　稔
とし

明
あき

第三分団分団長 加藤　清
せい

一
いち

第四分団分団長 宮下　　誠
まこと

第一分団副分団長 伊藤　義
よし

則
のり

第二分団副分団長 高橋栄
え

和
わ

男
お

第三分団副分団長 平　　守
しゅう

蔵
ぞう

第四分団副分団長 萩原　美
み

好
よし

平成17年度聖籠町消防団幹部
（敬称略）

反
町
監
督

聖
籠
町
役
場
に
表
敬
訪
問

反
町
監
督

聖
籠
町
役
場
に
表
敬
訪
問

阿部団長
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卓
球
や
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
な
ど

を
通
じ
て
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
て
い
る
蓮
野

の
二
宮
貞
夫
さ
ん
が
今
年
度
か
ら

新
潟
県
卓
球
連
盟
の
会
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

二
宮
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

二
宮
さ
ん
と
卓
球
と
の
出
会
い

は
、
昭
和
14
年
の
春
、
小
学
校
１
年

生
の
と
き
で
し
た
。
本
家
の
縁
先
に

卓
球
台
が
あ
り
、
そ
こ
で
同
家
の
同

級
生
と
木
の
ラ
ケ
ッ
ト
で
遊
ん
だ
の

が
最
初
の
出
会
い
だ
そ
う
で
す
。

昭
和
35
年
豊
栄
市
の
木
崎
中
学
校

に
着
任
す
る
ま
で
は
、
遊
び
程
度
に

卓
球
を
楽
し
ん
で
い
た
そ
う
で
す

が
、
卓
球
部
の
顧
問
と
な
っ
て
か
ら

本
格
的
に
卓
球
を
学
び
指
導
を
始
め

ま
し
た
。

木
崎
中
学
校
と
葛
塚
中
学
校
の
卓

球
部
を
県
大
会
に
導
き
、
昭
和
48
年

か
ら
53
年
ま
で
亀
代
中
学
校
に
勤
務

さ
れ
て
い
た
際
も
女
子
チ
ー
ム
を
県

大
会
に
出
場
さ
せ
ま
し
た
。

町
の
体
育
振
興
に
も
ひ
と
か
た
な

ら
ぬ
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

体
育
協
会
創
立
時
の
役
員
、
卓
球
連

盟
初
代
会
長
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協

会
初
代
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
て
い

ま
す
。

特
に
、
聖
籠
中
学
校
と
亀
代
中
学

校
の
親
睦
と
卓
球
技
術
の
向
上
な
ど

を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
二
宮
杯
争
奪

卓
球
大
会
は
今
年
度
50
回
記
念
大
会

を
迎
え
毎
回
大
勢
の
参
加
者
が
腕
を

競
い
合
っ
て
い
ま
す
。

永
年
に
わ
た
り
県
卓
球
連
盟
の
役

員
も
歴
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
略

歴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
38
年
　
普
及
部
員
・
普
及
部
長

昭
和
44
年
　
強
化
部
員
・
強
化
部
長

昭
和
54
年
　
副
理
事
長

昭
和
60
年
　
副
会
長

平
成
17
年
度
　
会
長

こ
の
ほ
か
、
国
体
の
総
監
督
や
団

長
、
各
種
大
会
で
役
員
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。

現
在
は
、
会
長
と
し
て
４
年
後
に

新
潟
県
で
開
催
さ
れ
る
国
体
に
向
け

て
の
強
化
合
宿
な
ど
で
、
ご
多
忙
と

の
こ
と
で
す
が
、
卓
球
王
国
新
潟
の

復
活
を
目
指
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

大
き
な
夢
を
も
っ
て
、
そ
の
実
現

の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を
わ
す
れ

ず
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
の
好

き
な
言
葉
を
贈
り
ま
す
。「
な
せ
ば
な

る
　
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
何
事
も
　
な

ら
ぬ
は
人
の
　
な
さ
ぬ
な
り
け
り
」

な
お
、
二
宮
さ
ん
は
教
育
功
労
者

と
し
て
平
成
14
年
11
月
に
勲
５
等

瑞
寶
賞
を
受
賞
さ
れ
、
皇
居
に
お
い

て
天
皇
陛
下
よ
り
お
言
葉
を
い
た
だ

い
た
そ
う
で
す
。

卓
球
と
の
出
会
い

教
員
と
な
っ
て
本
格
的
に

町
体
育
の
振
興
に
尽
力

ト
キ
め
き

新
潟
国
体
に
向
け
て

将
来
を
担
う

聖
籠
町
の
子
ど
も
た
ち
に

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

県
卓
球
連
盟
の
役
員
を
歴
任

二宮　貞夫
お

さん

（蓮　野）

二
宮
貞
夫
さ
ん
（
蓮
野
）
が

新
潟
県
卓
球
連
盟
会
長
に
就
任
!!

善
意
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

善
意
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

(株)
聖
篭
タ
ク
シ
ー
（
代
表：

高
橋

高
一
様
）
か
ら
交
通
事
故
防
止
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
寄
付
金
10

万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

聖
篭
タ
ク
シ
ー
か
ら
は
毎
年
事
故

防
止
の
た
め
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
「
な
か
な
か
減
ら
な
い
交

通
事
故
を
少
し
で
も
減
少
さ
せ
る
た

め
に
防
止
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
代
表
の
高
橋
さ
ん
。
寄

付
金
は
町
の
交
通
安
全
対
策
と
し
て

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
北
電
力
(株)
東
新
潟
火
力
発
電
所

（
所
長：

遠
藤
幸
雄
様
）
で
は
、
２

月
25
日
（
金
）
町
文
化
会
館
に
お
い

て
華
道
家
假
屋
崎
省
吾
氏
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ト
ー
ク
を
開
催
し
た
際
に
、
来

場
者
の
皆
さ
ん
に
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
の
募
金
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
１
２
３
、
６
９
３
円
も
の
温
か

い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の

募
金
を
町
の
地
域
福
祉
活
動
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ト
ー
ク
は
東
火

力
発
電
所
３
号
系
列
の
運
転
開
始
20

周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。

(株)
聖
篭
タ
ク
シ
ー
様
か
ら

交
通
事
故
の
な
い
町
を
願
い

東
北
電
力
(株)

東
新
潟
火
力
発
電

所
様
か
ら
町
の
福
祉
に
役
立
て
て

8 広報聖籠
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町の宝
で～す
３月の

乳児健診から
小川　陽

よう

太
た

ちゃん

4か月児

小林　歩
あゆ

夢
む

ちゃん

4か月児

橋本　天
あま

汰
た

ちゃん

4か月児

松田ひな
0

たちゃん

4か月児

宮澤　由
ゆ

来
ら

ちゃん

4か月児

佐藤　聖
せい

菜
な

ちゃん

4か月児

渡辺　星
せ

南
な

ちゃん

5か月児

浮須くる
0

みちゃん

4か月児

八幡　華
か

穂
ほ

ちゃん

4か月児

武藤　光
こう

永
えい

ちゃん

4か月児

元
気
に
育
っ
て
ね
！

こ
の
写
真
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
る
乳
児
健
診
会
場
で
撮
影
し
て
い

ま
す
。

聖
籠
町
に
や
っ
て
き
て
３
年
と
い

う
小
川
さ
ん
は
、
２
歳
の
お
嬢
さ
ん

と
陽
太
く
ん
の
お
母
さ
ん
で
す
。
妊

娠
７
か
月
目
か
ら
早
産
防
止
の
為
の

薬
を
飲
み
始
め
、
服
用
を
止
め
た
途

端
の
出
産
。
実
に
予
定
日
よ
り
３
週

間
も
早
く
陽
太
く
ん
は
こ
の
世
に
生

を
う
け
ま
し
た
。

「
陽
太
」
と
い
う
お
名
前
は
〝
太

陽
の
よ
う
に
明
る
い
子
供
に
…
〞
と

願
い
、
お
父
さ
ん
が
命
名
し
ま
し
た
。

出
身
は
村
上
と
い
う
小
川
さ
ん
に

聖
籠
町
の
印
象
を
お
聞
き
す
る
と

「
と
て
も
住
み
や
す
く
、
特
に
子
供

の
遊
べ
る
公
園
や
施
設
が
充
実
し
て

い
る
の
が
嬉
し
い
。」
そ
う
で
す
。

将
来
は
「
男
の
子
な
の
で
、
強
く

た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
。
」
と

陽
太
く
ん
を
あ
や
し
な
が
ら
、
検
診

の
合
間
に
笑
顔
で
お
話
い
た
だ
い
た

素
敵
な
お
母
さ
ん
で
し
た
。

４
月
９
日
（
土
）
、
加
治
川
桜
堤

ク
リ
ー
ン
＆
ウ
オ
ー
ク
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
聖
籠
町
か
ら
は
、
亀
代
小

学
校
６
年
生
の
児
童
と
保
護
者
を
は

じ
め
、
町
民
約
１
３
０
人
の
方
々
が

参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
肌
寒
い
日
で
し
た
が
好
天

に
恵
ま
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

「
加
治
川
治
水
記
念
公
園
」
か
ら

「
さ
く
ら
大
橋
」
ま
で
の
約
２
km
を

桜
の
木
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

（
開
花
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
）

桜
堤
や
時
に
は
河
川
敷
ま
で
降
り
て

ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
例
年
に
な
く
粗
大
ゴ
ミ

（
家
具
類
、
電
化
製
品
、
衣
服
類
）

が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
悲
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

桜
の
季
節
に
限
ら
ず
、
大
勢
の
方

か
ら
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
加
治

川
桜
堤
。
加
治
川
治
水
記
念
公
園
に

は
歴
史
あ
る
水
門
も
保
存
さ
れ
て
お

り
皆
さ
ん
の
大
切
な
財
産
で
す
。

綺
麗
な
自
然
を
見
つ
め
て
い
る
と

心
ま
で
洗
わ
れ
気
持
ち
の
良
い
も
の

で
す
。
ゴ
ミ
は
家
に
持
ち
帰
り
、ル
ー

ル
を
守
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

小
川
か
す
み
さ
ん
（
亀
　
塚
）

陽よ
う

太た

く
ん
（
4
か
月
）

加
治
川
桜
堤

ク
リ
ー
ン
＆
ウ
オ
ー
ク
開
催

加
治
川
桜
堤

ク
リ
ー
ン
＆
ウ
オ
ー
ク
開
催

加
治
川
桜
堤

ク
リ
ー
ン
＆
ウ
オ
ー
ク
開
催



ばろひのなんみ

ペコちゃんポコちゃんさん 6歳

伊藤　侑大さん 8歳

どーもちゃんさん 8歳

投稿するときは濃
い鉛筆かペンで書いて

ください。（薄いものは掲
載できません）
名前は必ず書いてください。

（ペンネーム希望の場合は名前
の横にペンネーム『○○○』
と書いてください）

モリゾーさん 11歳 テルサさん 6歳

高松　優奈さん 6歳 高橋　絢音さん 3歳

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

小
林
さ
ん
は
、
平
成
12
年
４
月

か
ら
町
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
３

月
末
に
任
期
満
了
を
迎
え
ま
し
た

が
、
熱
心
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、

４
月
１
日
付
け
で
総
務
省
か
ら
再

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
仕
事

や
国
か
ら
委
任
さ
れ
た
り
補
助
を

受
け
た
り
し
て
県
や
町
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
つ
い
て
、
困
っ
た
こ

と
、
知
り
た
い
こ
と
な
ど
町
民
の

相
談
相
手
と
な
っ
て
解
決
の
た
め

努
力
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
は
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
相
談
室
で
行
わ
れ
、
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
催
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、

広
報
せ
い
ろ
う
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
課

1
２
７
│
２
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

４
月
13
日
（
水
）、

東
北
電
力
(株)
東
新

潟
火
力
発
電
所
に
、

高
さ
約
34
メ
ー
ト

ル
の
巨
大
な
「
排

熱
回
収
ボ
イ
ラ
ー
」

が
搬
入
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ボ
イ
ラ

ー
は
、
建
設
中
の

４
│
２
号
系
列
の

核
と
な
る
発
電
設

備
で
、
長
崎
で
作

ら
れ
た
後
、
船
で
東
港
ま
で
運
ば
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
岸
か
ら

設
置
場
所
ま
で
の
約
２
キ
ロ
を
慎
重

に
時
間
を
掛
け
て
移
動
し
、
無
事
搬

入
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

４
│
２
号
系
列
は
、
稼
動
中
の

４
│
１
号
系
列
と
同
様
、
「
コ
ン
バ

イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
」
と
い
う
最

新
技
術
を
用
い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

効
率
よ
く
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
に

変
換
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
も
従
来
型
と
比
較
し
て
、
年
間

で
約
22
％
も
削
減
が
可
能
と
な
り
、

環
境
に
も
や
さ
し
い
発
電
機
と
し
て

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

行
政
相
談
委
員

小
林
愛
子
さ
ん(

別
條)

が
再
委
嘱
を
受
け
ま
し
た

行
政
相
談
委
員

小
林
愛
子
さ
ん(

別
條)

が
再
委
嘱
を
受
け
ま
し
た

小林　愛子
こ

さん

（別　條）

東
新
潟
火
力
発
電
所
に

動
く
巨
大
ビ
ル
出
現
!?

東
新
潟
火
力
発
電
所
に

動
く
巨
大
ビ
ル
出
現
!?

運
搬
作
業
中
の
排
熱
回
収
ボ
イ
ラ
ー

10 広報聖籠



チーズさん 15歳

ツバサさん 15歳

チョコミミさん 10歳

アンガールズさん 10歳

バンパイヤラットさん 14歳

アンジェリックプリティさん 14歳

シュークリームさん 11歳

ポップさん 12歳

ラズベリーさん 10歳

大塚　歩美さん 11歳

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

聖
籠
町
出
身
者
で
関
東
在
住
者
が

組
織
す
る
東
京
聖
籠
会
（
横
山
春
三

会
長
）
が
、
４
月
10
日
に
東
京
板
橋

区
に
お
い
て
34
名
が
出
席
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
か
ら
は
、
渡

町

長
、

松
議
長
、
須
貝
副
議
長
、

田
宮
議
員
、
職
員
１
名
が
出
席
し
温

か
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
町
長
と
議
長
が
市

町
村
合
併
し
な
い
こ
と
を
選
択
し
た

後
の
町
づ
く
り
や
町
の
近
況
報
告
な

ど
を
行
い
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
「
か

わ
り
ゆ
く
聖
籠
町
」
に
関
心
を
よ
せ

な
が
ら
、
思
い
出
話
な
ど
で
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

東
京
聖
籠
会
で
は
、
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
は
役
場
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

役
場
総
務
課

1
２
７
│
２
１
１
１
（
内
線
２
１
８
）

〜
ふ
る
さ
と
聖
籠
を
な
つ
か
し
み
な
が
ら
〜

東
京
聖
籠
会
開
か
れ
る

〜
ふ
る
さ
と
聖
籠
を
な
つ
か
し
み
な
が
ら
〜

東
京
聖
籠
会
開
か
れ
る

広報聖籠 11

4月17日（日）、弁天潟風致公園内において「弁天

潟さくらまつり」が開催されました。昨年より1週間

ほど遅い開花となり、午前中はあいにくの曇り空でし

たが、出演者や来場者の皆さんの熱気で午後は晴れ渡

りました。

3年連続3回目の出場と
なったおなじみの舞人
（まいんちゅ）の皆さん。

今年の観桜茶会は煎茶
をいただきました。普段
飲むお茶とはひと味違っ
たおもむき。

聖籠中学校のボラン
ティアサークルの皆さん
が肌寒い中、スマトラ島
沖地震の募金活動をして
いました。

おいしんぼ広場では暖
かい食べ物を求めて大勢
のお客さんで賑わってい
ました。

弁天潟さくらまつり弁天潟さくらまつり弁天潟さくらまつり



町
の

動
向

町
の

動
向

町
の

動
向

保

健

福

祉

課

・
聖
籠
町
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動

計
画
が
出
来
上
が
る

平
成
16
年
９
月
か
ら
17
年
３
月
25

日
ま
で
、
６
回
の
委
員
会
を
開
催
し
３

月
25
日
（
金
）
に
策
定
委
員
会
（
木

戸
委
員
長
）
か
ら
町
長
に
答
申
が
あ
り

ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
せ

い
ろ
う
６
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

ふ
る
さ
と
整
備
課

・
次
第
浜
浜
山
土
地
区
画
整
理
組
合
事

務
所
が
開
設

次
第
浜
浜
山
土
地
区
画
整
理
事
業
の

組
合
事
務
所
が
4
月
1
日
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

以
前
、
旧
次
第
浜
漁
業
協
同
組
合
事

務
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
聖
籠
町
漁
業
協
同
組
合
と
し
て
網

代
浜
の
新
事
務
所
へ
移
転
し
た
た
め
空

い
て
い
た
も
の
を
借
用
し
て
事
務
所
と

し
ま
し
た
。

事
務
所
に
は
組
合
役
員
や
事
務
局
職

員
、
業
務
代
行
者
が
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で
常
駐
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
こ
の
事
務
所
が
5
月
の

工
事
着
工
に
向
け
て
の
現
場
調
査
や
工

事
打
合
せ
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

組
合
事
務
所
電
話
番
号

1
３
２
│
５
５
６
７

生

活

環

境

課

4
月
7
日
（
木
）

・
登
校
時
に
お
け
る
街
頭
指
導
実

施新
学
期
を
迎
え
、
通
学
を
始
め
た
子

供
た
ち
の
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に
街

頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

「
お
早
う
」
と
声
を
か
け
る
と
大
き

な
声
で
「
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
返

事
を
返
す
子
供
た
ち
、
交
通
事
故
は
こ

ん
な
元
気
な
子
供
た
ち
の
夢
を
う
ば
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
地
域
で
子
供
た
ち
を

守
り
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で
も

少
な
く
す
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
内
容
、
各
種
委
員
会
の
活
動
な

ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当
課
又

は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

▲土地区画整備組合事務所

総

務

課

3
月
17
日
（
木
）

・
第
３
回
聖
籠
町
男
女
共
同
参
画

計
画
策
定
委
員
会
開
催

今
回
は
、
第
１
回
、
第
２
回
目
と
委

員
の
大
河
内
芳
子
さ
ん
（
元
新
潟
市
役

所
女
性
政
策
課
長
）
か
ら
「
男
女
共
同

参
画
基
本
法
」
に
つ
い
て
の
研
修
を
受

け
た
内
容
を
基
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。(

要
約
し
て
い
ま
す
。）

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
合
で
父
親
は
１
人
か
２
人

し
か
参
加
し
て
い
な
い
の
で
こ
の
現
状

を
改
善
し
て
行
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。

・
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
町
民
全
体

に
聞
か
せ
る
機
会
や
学
校
で
の
教
育
の

ひ
と
つ
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か
と
思

う
。

・
男
女
平
等
、
男
女
の
否
定
は
で
き
な
い

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
支

え
合
っ
た
ら
よ
い
の
で
は
と
思
う
。

農

業

委

員

会

3
月
29
日
（
火
）

・
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
19
期
第

13
回
総
会

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
譲
受

人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許
可

申
請
に
つ
い
て

・
農
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
所
有
権

移
転
申
出
審
査
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
利
用

権
設
定
申
出
審
査
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
利
用

権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い
て

以
上
の
５
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

学

校

教

育

課

3
月
25
日
（
金
）

・
第
３
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例
会
開
催

・
聖
籠
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
補

助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改
正

・
聖
籠
町
教
育
委
員
会
教
育
長
事
務
委

任
規
程
の
一
部
改
正

・
聖
籠
町
教
育
委
員
会
に
お
け
る
非
常

勤
職
員
取
扱
要
綱
の
制
定

・
聖
籠
町
教
育
委
員
会
に
お
け
る
パ
ー

ト
・
タ
イ
ム
職
員
取
扱
要
綱
の
制
定

・
聖
籠
町
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱

・
聖
籠
町
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
委
嘱

・
聖
籠
町
図
書
館
協
議
会
委
員
の
任
命

・
聖
籠
町
教
育
委
員
会
に
お
け
る
次
世
代

育
成
支
援
特
定
事
業
主
行
動
計
画
策
定

以
上
の
外
5
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

▲亀代小学校前での街頭指導
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交通安全に関することは

役場生活環境課
1２７－１９６２（直通）

区分

平成17年

平成16年

増 減

発生件数 死者数 傷 者 発生件数 死者数 傷 者年

3月 1月～3月

10 0 18 30 0 46

12 0 17 39 1 48

－2 0 ＋1 －9 －1 －2

N E W S

交　通 
安　全 
交　通 
安　全 
vol 37

町の交通事故発生状況

自 転 車 の 安 全 な 利 用
自転車は、子どもから高齢者まで、誰でも手軽に利用できる乗り物

です。

経済的でしかも環境に優しいことから、見直されている乗り物です。

しかし、その反面、自転車乗用中の交通事故も少なくはなく、二人

乗り・夜間の無灯火・乗用中の携帯電話使用・歩道での並進や暴走な

ど、自転車の危険な通行方法が社会問題となっています。

自転車を利用する人、一人ひとりが交通ルールを守り、正しい交通

マナーを実践しましょう。

正しく乗っていますか？正しく乗っていますか？ 正しく乗っていますか？ 正しく乗っていますか？ 自 自 転 転 車 車 

●平成16年度の新潟県内における死傷者数

15

死者数 (人) 負傷者数 

10

5

○年代別死傷者数 

小
学
生 

中
学
生 

高
齢
者 

15
歳
〜
19
歳 

60
歳
〜
64
歳 

40
歳
代 

50
歳
代 

20歳代歳代 
傷者数傷者数170人 
（8.6％）％） 

30歳代 
傷者数123人 
（6.2％） 

40歳代 
傷者数119人 
（6.0％） 

60歳～歳～64歳 
傷者数傷者数126人 
（6.3％）％） 

60歳～64歳 
傷者数126人 
（6.3％） 

50歳代歳代 
傷者数傷者数206人 
（10.4％）％） 

20歳代 
傷者数170人 
（8.6％） 

50歳代 
傷者数206人 
（10.4％） 

合　計 
傷者数1,984人 

高齢者 
傷者数546人 
（27.5％） 

高校生 
傷者数265人 
（13.4％） 

こども 
傷者数352人 
（17.7％） 

15歳～19歳 
傷者数77人 
（3.9％） 

1 1 1 1
2 2

14
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日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

５
月

１
日
・
次
第
浜
土
地
区
画
整
理
組
合

安
全
祈
願
祭

２
日
・
新
発
田
市
・
紫
雲
寺
町
・

加
治
川
村
合
併
記
念
式
典

９
日
・
聖
籠
町
赤
十
字
奉
仕
団
総
会

16
日
・(

株)

新
潟
国
際
貿
易
タ
ー

ミ
ナ
ル
監
査
役
会

17
日
・
聖
山
大
学
第
33
期
入
学
式

・
青
少
年
育
成
聖
籠
町
民
会
議
総
会

18
日
〜
24
日

・
オ
レ
ン
ジ
シ
テ
ィ
訪
問

25
日
・
聖
籠
町
愛
児
会
連
絡
協
議

会
評
議
員
会

26
日
・(

株)

聖
籠
の
杜
取
締
役
会
・
総
会

27
日
・
新
潟
県
共
同
募
金
会
理
事

会
・
評
議
員
会

30
日
・
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
・

評
議
員
会

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

5 月 の 行 事

お問い合わせ先

町　役　場 1２７－２１１１

町 民 会 館 1２７－２１２１

図　書　館 1２７－６１６６

保健福祉課（保健福祉センター内）
1２７－６５１１

診　療　所 1２７－１２３４

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター

◆心配ごと相談

6日(金) 18日(水) ６月1日(水) 

◆弁護士相談（要予約）

26日（木）
町社会福祉協議会

1２７－６７６７

◆乳幼児健康診査・各種学級

○2歳児親子歯科健診

16日（月）午後１時15分～

○ 妊婦学級（前期）

17日（火）午前9時30分～

○ 育児学級

18日（水）午後１時30分～

○3歳児健診

26日（木）午後1時15分～

○ 乳児健診

27日（金）午後1時15分～

◆各種予防接種

（受付は１時10分からです）

○ 三種混合予防接種

10日（火）午後1時40分～

○ 風しん予防接種

19日（木）午後1時40分～

○ 日本脳炎予防接種

20日（金）午後1時40分～

25日（水）午後1時40分～

31日（火）午後1時40分～

町
で
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

衛
生
向
上
と
、
ご
み
の
減
量
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
採
点
を
実
施
し
ま
す
。
対
象

は
燃
や
せ
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご

み
、
資
源
ご
み
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。
採
点
は
５
月
か
ら
、
燃
や
せ
る

ご
み
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
４
回
、

燃
え
な
い
ご
み
（
資
源
ご
み
含
む
）

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
２
回
、
毎
月

実
施
し
ま
す
。
採
点
結
果
は
６
か
月

に
１
回
、
広
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
１
年
を

通
し
て
優
良
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
集
落
区
長
を
通
し
て
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
、
き
れ
い
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

気
持
ち
の
い
い
聖
籠
町
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

●
採
点
ポ
イ
ン
ト

①

違
反
ご
み
が
入
っ
て
い
る
か
ど

う
か
。

②

指
定
さ
れ
た
方
法
か
。

③

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
潔
度
。

役
場
生
活
環
境
課
　
環
境
係

1
２
７
―
２
１
１
１
（
２
８
３
）

犬の予防注射
忘れずに !!

犬の予防注射
忘れずに !!

◆日時と会場

◆当日必要なもの
①通知はがき：通知はがきが郵送されますので、そのはがきのおもてに押

印して持参してください。

②料金：3,100円（注射料金：2,550円・注射済票：550円）

※新たに犬を飼う場合は、登録手数料3,000円が加算されます。

注意：事故防止のため、犬を制御できる人が連れてきてください。
飼い犬がすでに死亡している場合は、必ず役場へ届出を行ってください。

役場生活環境課　1２７－２１１１（２８３）

月　　日 時　　　　間 会　　　場
09時40分～10時40分 次第浜公民館

5月16日（月） 11時00分～11時30分 亀塚公会堂
13時10分～14時10分 網代浜会館
09時30分～10時30分 杉谷内公会堂

5月17日（火） 10時50分～11時30分 真野公会堂
13時10分～14時30分 防災倉庫（役場隣り）

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

採
点
を
始
め
ま
す

採
点
を
始
め
ま
す 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

採
点
を
始
め
ま
す

採
点
を
始
め
ま
す 

ー
ご
み
出
し
マ
ナ
ー 

守
っ
て
い
ま
す
か
？
ー 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の 

　
　
　
　
　 

採
点
を
始
め
ま
す 
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日時 会場 内容 対象 申し込み 問い合わせ 

月の届出

（注１）届出の際に御承諾の押印をいただいた方のみ掲載
しております。

（注２）渡邊さんの「邊」という文字など略して掲載して
います。戸籍に記載されている正確な氏名と多少
異なる場合があります。ご了承ください。

町民課町民サービス係 127―2111 内線112

出生
赤ちゃん 保護者 行政区

朋
とも

華
か

ちゃん (山口　朋典) 亀　塚

大
だい

輝
き

ちゃん (小田切貴志) 二本松

歌
か

音
のん

ちゃん (肥田野拓也) 真　野

恵
え

玲
れ

菜
な

ちゃん (森田　　進) 蓮　潟

沙
さ

那
な

ちゃん (肥田野高則) 東　山

和
かず

真
ま

ちゃん (宮尾　武史) 蓮　潟

拓
たく

真
ま

ちゃん (宮尾　武史) 蓮　潟

耀
あき

穂
ほ

ちゃん (富井　　誠) 東　山

彩
あや

乃
の

ちゃん (水戸部徳広) 道賀新田

悠
ゆ

那
な

ちゃん (松田　　篤) 亀　塚

一
かず

輝
き

ちゃん (森田　　稔) 甚兵衛橋

一
かず

紀
のり

ちゃん (成田　宏行) 旭ケ丘

3

死亡
氏　名 年齢 行政区

渡　邉　金
きん

四
し

郎
ろう

さん (58歳） 次第浜

岩　村　チイ子さん (45歳） 亀　塚

伊　藤　政
まさ

四
し

さん (45歳） 亀　塚

伊　藤　　　巴
ともえ

さん (92歳） 二本松

渡　邉　リ　イさん (87歳） 網代浜

加　藤　義
よし

男
お

さん (89歳） 蓮　野

長谷川　キクヨさん (86歳） 蓮　潟

石　村　悦
えつ

子
こ

さん (74歳） 蓮潟新田

和　田　サチ子さん (67歳） 藤　寄

毛　利　仙
せん

一
いち

さん (79歳） 蓮　潟

げんきなよい子

ごめいふ
くお祈りします

婚姻
新郎・新婦 行政区

高　橋　従
つぐ

道
みち

さん

(石田) 裕
ひろ

子
こ

さん
網代浜

高　橋　博
ひろ

之
ゆき

さん

(渡邉) 香
か

奈
な

さん
網代浜

小　林　　　稔さん

(高崎) 真
ま

紀
き

子
こ

さん
亀　塚

田　中　雅
まさ

義
よし

さん

(石田) 博
ひろ

美
み

さん
杉谷内

三　浦　寛
ひろ

徳
のり

さん

(入山) さゆりさん
亀　塚

小　林　重
しげ

幸
ゆき

さん

(遠藤) 沙
さ

樹
き

さん
別　條

五十嵐　　　光
ひかる

さん

(長谷部) 美
み

也
や

子
こ

さん
桃　山

天　野　　　聡
さとし

さん

(倉光) いずみさん
二本松

高　松　昭
しょう

二
じ

さん

(塚原) 良
よし

美
み

さん
亀　塚

幸多い人生を

｝
｝
｝

｝
｝
｝
｝
｝

｝
「
特
設
人
権
相
談
所
」
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
相
談
内
容
は
い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、
相
続
、
土

地
の
境
界
、
離
婚
・
離
縁
な
ど
の
心
配
ご
と
や
困
り
ご

と
、
登
記
、
供
託
の
手
続
き
等
、
何
で
も
結
構
で
す
。

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
！

◆
市
中
パ
レ
ー
ド

５
月
14
日(

土)

午
後

２
時
00
分
〜

午
後

３
時
30
分

新
発
田
駅
か
ら
旧
産
業
会
館
跡
地

徒
歩
・
車
両
行
進
及
び
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
観
閲
飛
行

◆
記
念
式
典
等

５
月
15
日(

日)
新
発
田
駐
屯
地

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
！

※
駐
屯
地
内
に
は
、
一
般
車
両
の
駐

車
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地
広
報
班

1
２
２
―
３
１
５
１(

内
線
２
０
６)

陸
上
自
衛
隊
新
発
田
駐
屯
地

創
設
52
周
年
記
念
行
事
の
ご
案
内

行　事 時　間

駐屯地開放 09:00～15:00

記念式典 10:00～11:10

訓練展示 11:10～11:50

装備品展示・体験試乗 12:30～15:00

野外売店 0
9:45～15:00

資料館開放・作品展

相談は無料で、予約等の手続きも不要です。

秘密は固く守られます。

新潟地方法務局新発田支局

1２４－７１０１
聖籠町役場　町民課

1２７－２１１１（内線１１１）

入　札　結　果 H17．3．25

工事 (件)名 契約額(円) 業 者 名
納 入 完 了 日 又 は
工事(委託)期間最終日

1
公下工第3号杉谷内671号

22,260,000
岩村・丸昭

平成17年12月2日
管渠整備工事 特定共同企業体

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
！

所
得
制
限
等
の
た
め
、
昨
年
度
児

童
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
で

今
年
度
（
６
月
分
か
ら
）
支
給
対
象

に
該
当
す
る
場
合
、
５
月
中
に
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

手
当
は
、
申
請
し
た
月
の
翌
月
か

ら
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
対
象
と
な

る
人
は
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

●
手
当
額
（
月
額
）

第
１
子
・
第
２
子
　

５
千
円

第
３
子
以
降
　
　

１
万
円

※
児
童
手
当
は
、
家
庭
生
活
の
安
定

と
児
童
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に

対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

な
お
、
公
務
員
の
場
合
は
、
勤

務
先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

記念式典等の日程

開設日 開設時間 開設会場 相談員

5月
聖籠町保健 地元人権

18日（水）午後1時～
福祉センター 擁護委員

6月 午後4時
(聖籠町大字諏訪山) 法務局職員

1日（水）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

広報聖籠 15



介護保険から65歳以上の方へ 介護保険から65歳以上の方へ 

お間違えのないように！

こんな場合は？？ こうなります! !

年度途中で65歳になった方は…
老齢(退職)年金額が年額18万円以上の人も、その年度は普通

徴収になります。翌年度の10月から特別徴収になります。

普通徴収の扱いとなります。遺族年金、障害年金、老齢福

祉年金からは天引きされません。

それまで年金から天引きだった人も、普通徴収となります。

翌年度の10月から特別徴収に戻ります。

老齢(退職)年金額が年額18万円以上の人も、その年度は普通

徴収になります。翌年度の10月から特別徴収となります。

遺族年金、障害年金、老齢福祉年金
のみを受給されている方は…

他市町村から引越しされた方は…

年金受け取りを66歳以降に繰り下げていて、
その年の4月2日以降に受け始めた方は…

段　 階 対　　象　　者

第1段階 生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で住民税世帯非課税の方

第2段階 世帯全員が住民税非課税の方

第3段階 本人が住民税非課税で、世帯内に住民税課税者がいる方

第4段階 本人が住民税課税者で、前年の合計所得が200万円未満の方

第5段階 本人が住民税課税者で、前年の合計所得が200万円以上の方

あなたは？

第1段階 第1段階

第2段階

第3段階

第3段階

第4段階

第5段階

住民税を
納めてい
ますか？

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

生活保護を
受けていま
すか？

合計所得金
額が200万
円以上です
か？

老齢福祉

年金を受

けていま

すか？

世帯内に
住民税を
納めてい
る人がい
ますか？

世帯内に
住民税を
納めてい
る人がい
ますか？

介護保険は、介護が必要な高齢者とその家族をみんなで支えていく制度です。

介護が必要になっても安心した生活がおくれるよう、介護保険料の納付にご理解

とご協力をお願いします。

あなたの保険料

段階はどこでしょう！

16 広報聖籠



期 第1期 第2期 第3期 第４期 第5期 第６期 年　　間

納付月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月 保険料額

第1段階 4,500 3,200 3,100 3,600 3,600 3,600 21,600円

第2段階 6,800 4,700 4,700 5,400 5,400 5,400 32,400円

第3段階 9,100 6,300 6,200 7,200 7,200 7,200 43,200円

第4段階 11,400 7,800 7,800 9,000 9,000 9,000 54,000円

第5段階 13,600 9,400 9,400 10,800 10,800 10,800 64,800円

※年間保険料額は８月に確定（本徴収の開始）通知いたします。
※期割額については、あくまでも一例です。所得段階の変更や徴収方法の変更などで変わる場合があります。

普通徴収（納付書や口座振替で納める）の方の納期と納付額

特別徴収（年金天引きで納める）の方の納期と納付額

※普通徴収の方には納め忘れを防ぐためにも口座振替をお勧めしています。ご希望の方は、
お持ちの口座の金融機関へ申し込みをしていただければ翌月から口座振替が可能となります。

本徴収期間
本年度の所得確定後、正式な介護保険料を確定し

仮徴収額を差し引いた金額を徴収する期間

仮徴収期間
前年度の保険料段階をもとに

仮に徴収する期間

本徴収期間
本年度の所得確定後、正式な介護保険料を確定

し仮徴収額を差し引いた金額を徴収する期間

仮徴収期間
前年度の保険料段階をもとに仮に

徴収する期間

期 第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第8期 年　　間

納付月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 保険料額

第1段階 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 2,700 21,600円

第2段階 4,000 4,000 4,000 4,400 4,000 4,000 4,000 4,000 32,400円

第3段階 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 43,200円

第4段階 6,700 6,700 6,700 7,100 6,700 6,700 6,700 6,700 54,000円

第5段階 8,100 8,100 8,100 8,100 8,100 8,100 8,100 8,100 64,800円

介護保険料普通徴収の方の納付が
この5月中旬から開始されます！

お問い合わせ 役場　町民課 介護保険係まで

q 0254－27－2111（内線117） 0254－27－1952（直通）
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聖籠町国民健康保険では、1年間の国民健康保険税を5月から12月までの計8期※で納めていただきます。
それぞれ、2週間程度の納期限が設けられており、5月を1期、6月を2期…と呼びます。
国民健康保険税の納期は、前半の「仮算定」と後半の「本算定」とに分けられ、今回お送りするのは前半
の第1期から第3期までの分…つまり仮算定分となります。
※年度途中で加入した場合は、加入手続きをした翌月から課税となるため、必ずしも８期とはならない場合もあります。

「仮算定の税額＝前年度国保税の8分の3」です
今年度の保険税率や、みなさんに申告していただいた所得などが確定するのは8月頃

になります。そのため、今年度の保険税がいくらになるのかは現段階で確定すること

ができません。

そこで、前年度課税した国民健康保険税をもとに算定し、課税することとなります。

（所得や加入者の状況が変わらないものと仮定し、前年度国保税に近い税額を課税する

ためです。）

このことから、今回お送りする3期分の保険税額の計算は、平成16年度に課税された

1年分の保険税額の8分の3となっています。（8分の1ずつ3回）

国 保 か ら の お 知 ら せ

年間の保険税が確定 

本算定 仮算定 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第8期 

算定ってなぁに？

Point①

16年度国保未加入の世帯に仮算定は届きません
仮算定は、ポイント①のように前年度の国保税をもとに計算するため、前年度に国保税が課税さ

れていない世帯（4月以降に国保加入手続きをした世帯）に、「仮算定」は届きません。

つまり、8月から国民健康保険税が課税されることとなります。

Point②

仮算定の額は、本算定まで変更になりません
「仮算定」の時期は、みなさんの所得が確定せず、今年度の保険税額を確定

できない段階です。ですから、所得の変化や、5月から7月までに届け出た加

入者数の増減は、8月「本算定」の段階まで反映されません。それまでの間

「仮算定」の税額は変更にはなりませんので、ご注意ください。

Point③

※年間の保険税額が確定しましたら、仮算定で納め足りない分については本算定で課税させていただきます。

（納めすぎがあった場合は、年間税額確定後にお返しさせていただきます。）

仮

私は４月から国保に加入したから…

今年は本算定の８月から課税される

ことになるんだね。

私は6月に新しい保

険証をもらって手続

きをしたんだけど…

8月にならないと、

1年分の税額はまだ

わからないのね。

平成16年度

国民健康保険税

平成17年度

国民健康保険税

第1期～第3期

8分の3
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特別な事情により保険税の納付が困難な場合には、申請により分割納付などもできますので、
滞納のままにせず、まずは担当窓口に相談してください。

国保に関するお問い合わせは　役場町民課 1２７－２１１１（内線１１６） 1２７－１９５２（直通）

口座振替がおすすめです
口座振替の手続きを取っている方は、納期限になるとこの欄

に表示された金融機関から自動的に引き落とされます。この

欄のない方は、振替手続きをしていない方ですので、役場会

計室や各金融機関窓口等で納めていただくこととなります。

2
納税通知書の宛名は世帯主

国民健康保険税を納める義務は世帯主にあります。

そのため、世帯主本人が国保に加入していなくて

も、世帯の中に加入者がいれば、納税通知書は

世帯主宛になります。

1

では、実際に 
納税通知書を見てみましょう… 
では、実際に 
納税通知書を見てみましょう… 

平成17年度　国民健康保険税　納税通知書 

この納税通知書は、地方税法第706条の2第1項並びに聖
籠町国民健康保険税条例第10条の第1項の規定によって
徴収する国民健康保険税の納税通知書として交付される
ものですので、納期までに納付してください。 

平成　　年　　月　　日 

氏　　　　名　　　印 

新潟県北蒲原郡聖籠町長 

この税金についてのおたずね、ご連絡は、 
聖籠町役場町民課 
電話　代表（２７）２１１１ 

内訳は後日決定され、４期以降の納税通知書 
から記載されます。 

●納付場所 
・聖籠町指定金融機関 
・聖籠町収納代理金融機関 
・聖籠町役場 

◎裏面をお読みください。 新 潟 県 聖 籠 町  

金融機関名 

種別 

口座名義人 

通知書番号 

世帯番号 住民番号 

各納期の納付額 納　　　期 期別 

円 
割賦割合 

医療分 

郵便番号 
　新潟県北蒲原郡聖籠町 

様方 
　様 

介護分 

合　計 

前 年 度 税 額  仮 算 定 税 額  

円 

円 

円 

円 3 

8円 

１期 
平成17年5月16日から 
平成17年5月31日まで 

円 
２期 

平成17年6月16日から 
平成17年6月30日まで 

円 
３期 

平成17年7月15日から 
平成17年8月01日まで 

０８１ 

預金口座番号 1
2

3 4 45

期限内に忘れずに納めましょう！
1期～3期まで、それぞれの金額を納めていただく期限です。この期間内に、忘

れず納めてください。（1期から3期まで一括納付することもできます）

※納期限までに納めていない場合には督
とく

促
そく

が行われます。督促手数料

に加え、延滞金を徴収される場合もありますので、すみやかに納め

ましょう。保険税を納め忘れてしまいがちな方には、口座振替をお

すすめします。

5

仮算定は前年度の保険税を元に算定
平成16年度分として課税された税額です。

平成16年度分の納付書と比べてみてください。

3
前年度の8分の3が“仮算定”

今回課税される仮算定分は、所得や加入者数の増減に

かかわらず、前年度の保険税額の3/8となっています。

③の額の3/8（1/8ずつ3期）を、今回1～3期分として納

めていただくことになります。

4

とりあえず中身をよく見て確認して

おかないといけないね。

も
し
納
期
限
に
納
め
る
の
が
困
難
な
時
は
、

役
場
に
相
談
し
て
み
た
ほ
う
が
い
い
ね
。
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